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問題と目的 日立製作所が研究開発した「ビジネス顕微鏡」

は、組織内のコミュニケーションの定量分析ツールである。

ビジネス顕微鏡の構成要素は、赤外線センサと加速度センサ

である。加速度センサは、体の動きの加速度を記録し、この

加速度データから体のリズム周波数を計算できる(辻ら, 
2011)。ビジネス顕微鏡は、これまで通常の小中学校などでは

使用されているが、特別支援学校で使用されことはない。 
そこで、本研究では、ビジネス顕微鏡を用いて、特別支援

学校に在籍する児童の活動やコミュニケーションが、教師と

の関わりの有無や異なる教育場面間で、どのように変化する

かを加速度リズムとビデオ場面から比較・検討する。 
方法 特別支援学校小学部に在籍する知的障害のある児童

計 2 名(8 歳男児、10 歳男児)を対象に、（a）自由遊び、（b）
遊びの指導、（c）元気タイムもしくは体育の計 3 場面につい

て、ビデオ資料をタイムサンプリング法を用いて分類した教

師との関わりの有無と加速度リズムとの関係を分析し、以下

の２点について検討する。 
１） 関わりありの方が子どもの加速度リズムは高くなるか 
２） 教師が積極に関わる場面（元気タイムや体育）と教師が

積極的に関わらない時間（自由遊びや遊びの指導）で、

加速度リズムに違いがあるか 
本研究の「加速度リズム」のデータの数値範囲は 0〜4.68Hz

だったが、4Hz 以上のデータがほとんどなかったため、「加

速度リズム」データを 2Hz 以上(体の動きがより大きい)と
2Hz 未満(体の動きがより小さい)に分けて整理した。 
本研究の実施に際し、金沢大学人間社会研究域「人を対象

とする研究」に関する倫理審査委員会の承認を得た。 
結果と考察 

 
1）「関わりありの方が子どもの加速度リズムは高くなるか」

については、対象児１は、自由遊びで関わりありの平均値が

やや高かったものの、関わりの有無で、各活動の平均値に大

きな違いはみられなかった。対象児２はすべての活動場面で、

関わりありが関わりなしより平均値が高かった。 
このような結果になった要因の一つに、教師の関わり方の

違いが考えられる。例えば、遊びの場面の対象児１に対する

教師の関わりを見ると、教師は時折対象児 1 の側に行き、様

子を見たり、声をかけたりしていたが、対象児 1 と積極的に

関わる様子は見られなかった。一方で、対象児２では、教師

は絶えず対象児 2 と 1 対 1 でおもちゃ用いてを遊ぶなど積極

的に関わっていた。そのため、このような教師の関わりの相

違が対象児 1 と対象児 2 の教師との関わりありの際の加速度

リズム影響を及ぼしたと考えられる。 
他には、両対象児の行動の違いが、両者の加速度リズムの

相違をもたらしたとも考えられる。ビデオ録画資料を分析し

た結果、教師との関わりありの時、以下の動作がある時に、

加速度リズムの数値が高くなった。 

 
さらに、教師との関わりなしの場合は、体を上下に振る動

き、上半身の動きを伴う大きな足の動き、立ち上がって移動

する動きなどがあると、加速度リズムの数値が高くなった。

以上のことから、ビジネス顕微鏡のデータを分析する際は、

これら 3 つの動作があるかを、ビデオ動画や実際の状況もチ

ェックする必要がある。 
２）「教師が積極的に関わる場面（元気タイムや体育）と教師

が積極的に関わらない時間（自由遊びや遊びの指導）との、

加速度リズムに違い」については、対象児１も対象児２も関

わりあり、なしにかかわらず、元気タイム、体育の加速度リ

ズムの平均値が他の活動場面に比べ高かった。 
その要因として、元気タイムや体育は、全体的に教師が積

極的に関わる場面であること、身体を動かす活動が中心であ

ることなど、授業の内容や目的の違いが子どもの加速度リズ

ムの数値に反映されているように見える。 
文献 辻 聡美, 他(2011) ビジネス顕微鏡による組織コミュ

ニケーション改革の定量的評価. FIT2011 第 10 回情報科
学技術フォーラム. 
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